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国
元井 能,鍵 和 田 勉,中 西 徹

厂生 活 空 間 の造 形 」

京 都 大 学 美 学 美 術 史 学 研 究 会 編

「芸 術 的 世 界 の 論 理 」 創 文 社,1972年

この書評は 「芸術的世界の論理」.(京都大学美学美術 史学研究会編)の 第十三章 「生活空

間の造形」 と題 された章 に含 まれた3点 の論文 にっいての もので あるが,こ れ らの論文は

それぞれの観点 から,デ ザ インの本質的で しかも現代的 な問題で あるところの生活空間 と

デザ イ ンについて論 じられたもので ある。3点 の論文とは,元 井能氏の 「生活空 間におけ

る美 の成立」,鍵 和 田勉 氏の 「生活空 間における家具の役割」,そ して中西徹氏の 「現代デ

ザイ ン思潮への反省」 である。

第一 の 「生活空間 における美の成立」 においては,デ ザ インの抽象的理念 に対 し,あ ら

ゆる造形 がそこか ら発生 して くる基盤 と しての生活空間の解明が試み られている。建築史

や美術 史で扱 われる記念碑的建造物 に対 し,一 般民衆の建物 に注 目す るな らば,日 本の柱

構造 と西洋の壁構造 とい う相違は,明 らかに生活空間すなわち風 土の相違 によるものであ

る。風土 とは,単 なる自然的条件のこ とで はなく,「 入間とのか かわりあいの意味 をもち,

人間の行動 の場 としての生 活空間」 なので ある。そ してそれは又人間の感情 を表 出す る場

所で もある。根源的に人間は風土す なわ ち生活空 間の中 に生 きつつ,そ れ を感情的 に了解

し,表 現 してゆ くのであ り,こ こにこそ生活空間 における美 の成立の基盤があるので ある。

この ように人間と風土との関係 を論 じ,筆 者 は,現 代生活空 間が技術化 され一様化 されて

い くことに対 して,生 活空間への感情的了解仕方の根源性か らの注意 を うなが している。

デザ インも他 の諸領域と同様 に,普 遍的 なものを目ざす ものでなければならないが,こ の

普遍性へ到 る過程 において,こ のよ うな入間の具体的特殊的な生活環境や生活姿 勢を無視

するならば,こ の到達 さえ成功 しないで あろう。

第二 の 「生活空聞 における家具 の役割」 において は,家 具を研究 する場合単 にその形や

様式 さらにその実用的機能 からだけで は,家 具その ものを十分 に解明す ることはで きない

のであ り,時 代の生活様式 との関係 か ら研究す ることの必要性が説かれている。家具 をそ

の発生 において考 えれば,た とえば椅子 は単 に座 るための道具 として現 われたというよ り
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も・ む しろ権 力 の誇 示 や権威 の象 徴 の た め とい う意 味 が強 いの で あ る。 そ れ故 椅 子 の機 能

とい うもの も,単 に生 理 学 的解 剖 学 的諸 条 件 の 問題 で な く,社 会 的 文化 的 政 治 的 な問 題 な

の で あ る。つ ま りそ の時 代 の生 活姿 勢 こ そ問 題 と され るべ きなの で あ る。 メソ ポ タ ミアや

エ ジプ トで は椅 子 の形 態 は その 支配 階級 の 生 活様 式 を反映 して お り,ギ リ シ ャで は その 市

民 階 級 の生 活 姿 勢 を反 映 して い る。 そ して 椅子 の 真 に実 用 的 機能 が注 目 され た の は,産 業

革 命 に とも な う近 代 社 会成 立 以後 の こ とで あ る。 こ こか ら,家 具 につ い て の カ テ ゴ リー っ

ま り美 に お け る象徴 的 装飾 美 と実 用 的 機能 美,機 能 に お け る象徴 的 機能 と実用 的 機 能 が 分

類 され る よ う にな るの で あ る。現 代 の 家具 デザ イ ンの3つ の流 れ,す な わ ち機 能 主 義 的 な

家 具 の量 産化,家 具 を室 内空 間の 装 備 要素 とみ な す シ ステ ム化,そ して工 業 化 や 規 格化 に

対 す る家 具 の個 性 的形 態 化 な ども,そ れ ぞ れ現代 の生 活空 間 ない しは生 活 姿 勢 を反 映 した

も の と考 え られ よ う。

第 三の 「現 代 デ ザ イ ン思 潮 へ の 反 省」 にお い て は,現 代 デザ イ ンの工 学 技術 と の密 接 な

結 びつ きに あ って,デ ザ イ ンとは何 か どい うこと が論 じ られて い る。 現 代 デザ イ ンは,か

って の物 を物 と して作 ると い う純 機 能 主 義 的思 想 に対 し,物 の表 現 性 を重 視 した 社 会学 的

意 味 論 的 な ア プロ ーチ をその 主流 に して い る と思 われ る。 当 然 こ の こ とは,デ ザ イ ン存 在

が環 境 の一 要 素 で あ る こと,ひ い て はデ ザ イ ンが 「物 が如 何 に空 間 に あ る か,ま た物 が如

何 に社 会 にあ るか,と い う存 在 の仕 方 を見っ め る」 環 境 デザ イ ンへ と展 開 して い く。環 境

デザ イ ンとい うもの をその プロ セ ス か らな が めれ ば,こ こ に工学 技 術 にお ける シ ス テ ム ・

デ ザ イ ンと結 びつ く。 しか し システ ム ・デザ イ ン にお いて,デ ザ イ ンは 単 に機 能 を ス タ イ

ル ・ア ップす る だ けで あ る とい うの で あ れ ば,そ れ は か って の応 用 美術,装 飾 美 術 と異 な

ると こ ろが な い。 そ こで 著者 は,ア レ クサ ン ダー の 考 え を取 り上 げ,表 面 的 な形 で は な く,

形 を操 作 す る と ころ に現 わ れ る秩序 そ の もの を問題 と し,彼 の言 う形 操 作 の一 つ の タ イプ

で あ る相似 法 す なわ ち シ ミュ レー シ ョ ン ・リサ ー チ(模 型操 作 に よ る探 究)に 注 目 し,こ

のモ デ ル形 成 に おけ る イメ ー ジの重 要 性 を説 くので あ る。 そ して結 論 と して,「 デザ イ ン

と は物 を作 る とい うこ とだ けで は な く,社 会 的 な意 味 連 関 を作 る こ とで あ り,環 境 その も

の を作 るもの で なけ れば な らぬ」 と主 張 され て い る。

以 上3者 の 論 文 と も生活 空 間 に焦 点 を置 き,そ れ を成立 せ しめ る社 会的,文 化 的,歴 史

的 な背景 の 中 で デザ イ ンを考 えよ うと して い る。 現 代 の探 究 の 多 くの分 野 に おい て,物 を

孤 立 した実体 と して 見 るこ とは,否 定 ない し修 正 され,力 動 的 関係 に お いて 捉 え よ う と さ

れ て お り,デ ザ イ ン にお いて も当然 この よ うな思 潮 を積 極 的 に取 り入 れ な けれ ば な らな い

で あ ろ う。

京 都工芸繊維 大学 大学院 渡 辺 眞

.;


